
平成２２年４月教育委員会会議の要旨

議 案

議案第１号『文化財の県指定について』

【概要】

標記の無形民俗文化財の指定について、下記のとおり指定することについて審議さ

れ、承認された。

記

保 持 団 体

名 称 名 称 事務所の所在地

山﨑八幡宮の本山神事 山﨑八幡宮本山神事保存会 周南市

議案第２号『山口県スポーツ振興審議会委員の任免について』

【概要】

標記の審議会委員について、４月異動に伴う下記の委員の任免について審議され、

承認された。

記

＜行政の部＞

旧 吉田 師郎 → 新 岩城 精二 （４月２８日付け）

報 告 事 項

◆『平成２２年度全国学力・学習状況調査の概要』について、報告された。

【概要】

４月２０日（火）に実施された平成２２年度全国学力・学習状況調査について報告

したもの。

《主な内容》

○ 今年度から抽出調査となったが、抽出対象校及び希望利用校あわせて、調査対象

児童生徒（小学校第６学年、中学校第３学年）が在籍するすべての公立小中学校が

参加した。調査対象児童生徒数は約25,000人。

○ 実施教科は、国語及び算数・数学。

○ 採点は、抽出対象校は国で実施し、希望利用校は市町教育委員会において採点・

集計の方法を検討し、実施。県教委は採点に係る留意点を示し、集計用ソフトを

提供。

○ 今年７月中下旬以降、文部科学省より結果が公表される予定。



○ 本年度の特徴として、より一層、基礎基本を重視しながら、活用する力を求める

内容が多く出題されている。

【 質 疑 】

質問） 調査が、抽出校だけでなく希望する学校とあわせて１００％実施されたのは良か

った。費用について、抽出校と希望校で負担が異なるのか。

回答） 抽出校は負担はかかならい。希望校については、採点に予算を組んだ市町教委が

若干ある。学校で基本的に採点するが、市町教委の指導主事も手伝う等、学校への

負担は軽減するよう努力されている。

質問） 県教委から市町教委に調査に参加するよう働きかけしたのか。

回答） 各市町に働きかけはしていない。これまでの課題解決のために努力してきた成果、

指導の継続という観点から、市町教委が自ら手を挙げられたということ。

質問） 希望利用校の採点はどのように扱うのか。

回答） 抽出校の結果は山口県の結果として公表する。希望利用校については、採点の細

かいところが異なるので、県のデータとして公表することは考えていない。

質問） 現場の教員の負担が大きくなることが危惧される。資料にある人的支援はどのよ

うにされるのか。

回答） 県教委から人を出して欲しいという依頼があれば対応する。

◆『平成２２年３月新規高等学校卒業者求人、求職状況等』について、報告された。

【概要】

平成２２年３月末時点の新規高等学校卒業者に係る求人・求職状況を山口労働局

のデータから分析・報告したもの。

《主な内容》

○ 求人数は、昨年同期と比べ３，６７５人減の５，９４９人、就職希望者は５１６

人減の２，８５８人で大きく減少している。

○ 就職内定率は、昨年同期と比べ０．２ポイント下落し、９８．０％

○ 未内定者数は、５８人で昨年同期と同程度であるが、男子が製造業の求人の大幅

減少の影響により、２４人に増加。

《平成２２年度の就職支援対策》

○ 「ガイダンスの充実」：生徒や保護者に対する職業選択の相談活動や就職ガイダ

ンスの開催、県内就職支援員の９名配置。

○ 「求人開拓の強化」：緊急求人開拓員を８名配置し、就職指導専門員や県内就

職支援員と連携を図る

○ 「マッチングの促進」：就職内定に至らない高校生を対象に就職説明会を県内各

地で実施。

○ 昨年度設置した「高校生緊急就職対策プロジェクトチーム」を中心に関係課と連

携しながら早期に内定が得られるようきめ細やかな支援を断続的に実施



【 質 疑 】

質問） 男子と女子、どちらが未就職が多いのか。

回答） 未就職者５８名のうち、男子２４名、女子３４名。例年に比べて、やや男子が多

い状況。

質問） 全体で、どのくらいの割合の生徒が就職を希望するのか。去年と比べてどうか。

回答） 就職の率は３０％前後。就職が厳しいため進学に変わった生徒が増えている。

質問） 来年も同様の傾向なのか

回答） 生徒が希望を変えなければならないという状況は避けたいので、早めの求人対策

や就職対策支援を進めていきたい。

質問） 離職率は調べているのか。経年的な傾向はいかがか。

回答） 全国に比べて、山口県の離職率は低い。以前と比較しても、徐々に離職率は下が

ってきている。

◆『平成２２年度山口県公立高等学校入学者選抜のための学力検査得点状況』について、

報告された。

【概要】

平成２２年度入学者選抜実施状況の概要と、平成２２年３月９日（火）に実施され

た標記の学力検査の結果について報告したもの。

《主な内容》

○ 実施教科：国語、社会、数学、理科及び英語

実施時間：各教科とも５０分

配 点：各教科５０点満点、計２５０点満点

○ 「得点合計」の平均点は１４６．５点（最高２４０点）

○ 各教科別の平均点 国語：３０．３点、社会：２８．６点、数学：２９．３点、

理科：３０．４点、英語：２７．９点

○ 全日制課程入学定員は９，０７０人、推薦入学合格者は２，３７１人。一次募集

の定員６，６９９人に対して８，４７７人が志願し、８，１９３人が学力検査を受

験し、第一次募集の合格者は推薦入学合格者を含めて８，６０８人となった。

○ 第二次募集は、４６２人の定員に対して２４６人が志願し、最終的に１５４人が

合格。よって全日課程における全体の合格者数は８，７６２人。

○ 定時制課程は、定員６００人に対して第一次募集で２５８人が志願し、２４２人

が受験し、１７３人が合格。

○ 第二次募集は、４２７人の定員に対して１１４人が志願し、５０人が合格。よっ

て定時制課程における全体の合格者数は２２３人

《結果の総評》

○ 基礎的・基本的な学習の成果は平素の学習の成果がよく表れていたが、基礎的・

基本的な事項を活用し、筋道を立てて考え、課題を解決し表現する力を見る問題に

ついては、さらに努力が必要である。



○ 学習に対する興味・関心や有用感を持つとともに、知識・技能を活用して課題を

解決し、表現する力を身に付けるよう、学習内容と生活場面・実社会とのつながり

を考えながら学習することが大切である。

【 質 疑 】

質問） 定時制課程、入学定員と志願者に差があるが、今後の見通しは。

回答） 全県的に高校の再編計画を進めているので今後検討する必要がある。また、定員

に空きがあるが不合格になっている状況もあるが、高校教育を受けるに足る能力や

意欲を校長が判断し、厳正公正に選抜をしていると考えている。

◆『山口県指定無形文化財保持者の認定解除』について、報告された

【概要】

萩焼保持者の 坂田泥華 氏が平成２２年２月２４日に亡くなられたため、平成

２２年４月６日付け山口県教育委員会告示第３号により保持者の認定解除を告示し

たことを報告したもの。


